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(54)【発明の名称】 動的輝度比を向上させるための液晶表示装置及びこの装置のためのガンマ電圧生成方法

(57)【要約】
【課題】  画面の輝度状態に合うようにガンマ電圧を調
整して、表示画面の動的輝度比を向上させることができ
る液晶表示装置及びこの装置のためのガンマ電圧発生方
法を提供する。
【解決手段】  複数のゲートラインとデータラインとが
互いに直交する部分に形成された複数の画素を有する液
晶パネルと、複数のゲートラインの各々を順次に走査す
るための電圧信号を印加するゲート駆動部と、複数のデ
ータラインの各々に画像の表示のための電圧信号を印加
するソース駆動部と、ゲート駆動部に制御信号を提供
し、ガンマ電圧発生のためのデジタルデータをソース駆
動部に出力するタイミング制御器と、ガンマ電圧をソー
ス駆動部に出力するデジタル/アナログ変換器とを含
む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】複数のゲートラインとデータラインとが互
いに直交する部分に形成された複数の画素を有する液晶
パネルと；前記複数のゲートラインの各々を順次に走査
するための電圧信号を印加するゲート駆動部と；前記複
数のデータラインの各々に画像の表示のための電圧信号
を印加するソース駆動部と；前記ソース駆動部に画像表
示用データと制御信号とを提供し、前記ゲート駆動部に
ゲートラインオン／オフを制御するための信号を提供
し、その内部に設置されたメモリに保存されている所定
のデジタルガンマデータを前記ソース駆動部に伝送する
タイミング制御器と；デジタルインターフェースを通じ
て前記タイミング制御器と接続され、前記タイミング制
御器から出力されたデジタルガンマデータをアナログ信
号に変換することによって複数のガンマ電圧を生成し、
前記複数のガンマ電圧を前記ソース駆動部に出力するデ
ジタル/アナログ変換器とを含み、
前記タイミング制御器は、前記所定のデジタルガンマデ
ータを有効なデータの伝送がないブランク期間の間に伝
送することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】前記タイミング制御器は、グラフィックソ
ースからレッド、グリーン、ブルーのデジタルデータの
入力を受けて１フレーム単位で平均輝度を計算し、前記
計算された平均輝度によって画面の輝度状態を判断し
て、その輝度に合うＤデータを生成することを特徴とす
る、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】前記平均輝度は下の数式によって計算され
ることを特徴とする、請求項２に記載の液晶表示装置。
Ｙ＝Ｃ
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（前記数式で、Ｃ
R
、Ｃ

G
、Ｃ

B
はレッド、グリーン、ブ

ルーのカラーに対する加重係数、Ｒ、Ｇ、Ｂはレッド、
グリーン、ブルーのカラーに対する１フレームの間のデ
ジタルデータの平均値である）
【請求項４】前記タイミング制御器から前記ソース駆動
部に出力されるデジタルガンマデータは直列に伝送され
ることを特徴とする、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項５】前記タイミング制御器から前記ソース駆動
部に出力されるデジタルガンマデータは並列に伝送され
ることを特徴とする、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項６】前記タイミング制御器には、複数のデジタ
ルガンマデータが保存されている保存部が接続されてお
り、前記液晶表示装置に電源が供給されれば、前記デジ
タルガンマデータが前記保存部から前記タイミング制御
器に伝送されることを特徴とする、請求項１に記載の液
晶表示装置。
【請求項７】グラフィックソースからレッド、グリー
ン、ブルーのデータの入力を受ける第１段階と；前記入
力されたレッド、グリーン、ブルーのデータの１フレー
ム分量に対して平均輝度を計算する第２段階と；前記第
２段階で計算された平均輝度によってそのフレームの画*
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*面の明るさを判断する第３段階と；前記第３段階で判断
されたそのフレームの画面の明るさに合うデジタルガン
マデータを選択して伝送する第４段階と；前記選択して
伝送されたデジタルガンマデータをアナログ信号に変換
する第５段階とを含むことを特徴とする液晶表示装置の
ガンマ電圧生成方法。
【請求項８】前記第４段階において、デジタルガンマデ
ータの伝送は有効な画面の表示がないブランク期間の間
に行われることを特徴とする、請求項７に記載の液晶表
示装置のガンマ電圧生成方法。
【請求項９】前記第４段階において、デジタルガンマデ
ータの伝送はデジタルインターフェースを通じて行われ
ることを特徴とする、請求項７に記載の液晶表示装置の
ガンマ電圧生成方法。
【請求項１０】前記デジタルガンマデータの伝送は直列
に行われることを特徴とする、請求項９に記載の液晶表
示装置のガンマ電圧生成方法。
【請求項１１】前記デジタルガンマデータの伝送は並列
に行われることを特徴とする、請求項９に記載の液晶表
示装置のガンマ電圧生成方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は液晶表示装置及びこ
の装置のためのガンマ電圧生成方法に関し、より詳しく
は、液晶画面の動的輝度比（dynamic contrast）を向上
させるために画面の明るさによってガンマ電圧を可変さ
せることができる液晶表示装置及びこの装置のためのガ
ンマ電圧生成方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】最近、パソコンやテレビなどの軽量化及
び薄型化によって表示装置分野でも軽量化及び薄型化が
要求されており、このような要求を充足させるために、
陰極線管（CRT:cathode-ray tube）の代りに液晶表示装
置（LCD:liquid crystal display）のようなフラットパ
ネル表示装置（flat panel display）が開発されて様々
な分野で実用化されている。
【０００３】液晶表示装置では、二つの基板の間に注入
されている異方性誘電率を有する液晶物質に電界が印加
され、この電界の強さを調節することによって基板に透
過される光の量が制御されて所望の画像が表示される。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】このような液晶表示装
置は、現在ノートブックコンピュータの表示装置だけで
なく、デスクトップコンピュータの表示装置にもその使
用が拡大されている。現在のコンピュータ使用者は、発
展したマルチメディア環境でコンピュータの表示装置を
利用して動画像を視聴しようとする欲求を持っている。
しかし、現在の液晶表示装置は、陰極線管に比べて動的
輝度比が落ちるという短所を持っている。したがって、
液晶表示装置をテレビの表示装置として使用する程度に
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至らせるためには、液晶表示装置の動的輝度比をさらに
向上させなければならない。
【０００５】以下、図１を参照して一般的な液晶表示装
置について説明する。
【０００６】図１には、一般的な液晶表示装置の全体の
構成が示されている。
【０００７】図１に示されているように、一般的な液晶
表示装置は、複数のゲートラインとデータラインとが直
交する部分に形成された複数の画素を有する液晶パネル
１、前記複数のゲートラインの各々を順次に走査するた
めの電圧信号を印加する複数のゲート駆動ＩＣ２、前記
複数のデータラインの各々に画像の表示のための電圧信
号を印加する複数のソース駆動ＩＣ３、直列連結された
抵抗からなって複数のガンマ電圧を生成するガンマ電圧
発生器５、前記生成されたガンマ電圧を前記各ソース駆
動ＩＣ３に提供するアナログバッファー６、７、及び画
像の表示のためのデータとその他の制御信号とを前記各
ソース駆動ＩＣ３に提供する一方でゲートオン／オフ制
御を行うタイミング制御器４から構成される。
【０００８】前述したような構造の液晶表示装置では、
タイミング制御器４によってゲートオン／オフ制御を行
うことで、ゲート駆動ＩＣ２が液晶パネル１のゲートラ
インを順次にターンオンさせる。また、ソース駆動ＩＣ
３がタイミング制御器４から提供された制御信号とデー
タとによって画像の表示のための電圧信号に変換した
後、前記ターンオンされたゲートラインに位置した画素
に前記電圧信号を記録する。これにより、意図する画像
が表示される。一方、画像表示のための電圧信号は、ガ
ンマ電圧発生器５とアナログバッファー６、７とを通じ
て提供されたガンマ電圧をタイミング制御器４から提供
された画像表示のためのデータによって選択することで
決められる。つまり、ガンマ電圧発生器５の直列抵抗に
よる電圧分配によって得られたガンマ電圧に基づいて、
実際に液晶パネルに印加する電圧信号が各ソース駆動Ｉ
Ｃ３で決められる。
【０００９】しかし、従来の液晶表示装置では、ガンマ
電圧の発生が直列抵抗によって固定されているため、こ
のようなガンマ電圧によって具現される画面の輝度も固
定されている。つまり、画面が全体的に明るかったり暗
い時には、これに合うように画面全体の輝度に対する調
整が必要であるが、ガンマ電圧の発生が固定されている
ためにこれが支援されない。
【００１０】本発明は、前述のような技術的背景下で行
われたものであって、画面の輝度状態に合うようにガン
マ電圧が調整されるようにするために、ガンマ電圧生成
のためのデジタルデータをアナログ信号に変換する方式
を利用してガンマ電圧を生成し、このように生成された
ガンマ電圧に基づいて画像の表示を行うことによって、
表示画面の動的輝度比を向上させることができる液晶表
示装置及びこの装置のためのガンマ電圧発生方法を提供
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することにその目的がある。
【００１１】
【課題を解決するための手段】前記目的を達成するため
の本発明の液晶表示装置は、複数のゲートラインとデー
タラインとが互いに直交する部分に形成された複数の画
素を有する液晶パネルと；前記複数のゲートラインの各
々を順次に走査するための電圧信号を印加するゲート駆
動部と；前記複数のデータラインの各々に画像の表示の
ための電圧信号を印加するソース駆動部と；画像の表示
のためのデータと制御信号とを前記ソース駆動部に提供
する一方で前記ゲート駆動部にゲートラインオン／オフ
を制御するための信号を提供し、ガンマ電圧発生のため
のデジタルデータを生成して前記ソース駆動部に出力す
るタイミング制御器と；前記タイミング制御器から出力
されたデジタルデータをアナログ信号に変換することに
よって複数のガンマ電圧を生成し、前記ガンマ電圧を前
記ソース駆動部に出力するデジタル/アナログ変換器と
を含み、前記ソース駆動部は、前記タイミング制御器か
ら提供されたデータと制御信号とによって前記ガンマ電
圧から画像の表示のための電圧信号を選択して前記液晶
パネルに印加する。
【００１２】前記本発明では、前記ガンマ電圧を生成す
ることにおいて、既存の直列抵抗を利用する方式の代り
に、デジタル/アナログ変換器５０によってタイミング
制御器４０から提供されたデジタルデータをアナログ信
号に変換する方式が適用されたことに特徴がある。
【００１３】既存の直列抵抗を利用する方式は抵抗値に
よってガンマ電圧の特性曲線が常に固定されている反
面、本発明では画面の輝度状態によってガンマ電圧を変
更することが可能である。つまり、高い動的輝度比を得
るためには、暗い画面ではガンマ電圧の特性曲線が下降
するように調整し、明るい画面ではガンマ電圧の特性曲
線が上昇するように調整する必要がある。本発明のよう
に、デジタル/アナログ変換器を利用してガンマ電圧を
生成する場合には、画面の輝度状態によってガンマ電圧
を調整することが可能となる。
【００１４】前記で説明された本発明の目的、技術的構
成及びその効果は、下記の実施例に関する説明を通じて
より明白になる。
【００１５】
【発明の実施の形態】以下、添付した図面を参照して本
発明の好ましい実施例を詳細に説明する。
【００１６】まず、図２乃至図４を参照して本発明の第
１実施例による液晶表示装置及びこの装置のためのガン
マ電圧生成方法を説明する。
【００１７】図２には、本発明の第１実施例による液晶
表示装置の全体的な構成が示されている。
【００１８】図２に示されているように、第１実施例に
よる液晶表示装置は、複数のゲートラインとデータライ
ンとが互いに直交する部分に形成された複数の画素を有
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する液晶パネル１０、前記複数のゲートラインの各々を
順次に走査するための電圧信号を印加する複数のゲート
駆動ＩＣ２０、前記複数のデータラインの各々に画像の
表示のための電圧信号を印加する複数のソース駆動ＩＣ
３０、画像の表示のためのデータと制御信号とを前記各
ソース駆動ＩＣ３０に提供する一方でゲートオン／オフ
制御を行い、ガンマ電圧発生のためのデジタルデータを
生成して前記各ソース駆動ＩＣ３０に出力するタイミン
グ制御器４０、前記デジタルデータをアナログ信号に変
換することによって複数のガンマ電圧を生成し、このガ
ンマ電圧を前記各ソース駆動ＩＣ３０に出力するデジタ
ル/アナログ変換器５０から構成される。
【００１９】図２に示してはいないが、液晶パネル１０
は水平方向に配列された複数のゲートラインと、このゲ
ートラインに互いに直交するように配列された複数のデ
ータラインとを有し、各々のゲートラインと各々のデー
タラインとが交差する領域には画素が形成されている。
【００２０】前記タイミング制御器４０は、信号線６
１、６２を通じて各々のソース駆動ＩＣ３０に画像の表
示のためのデータと制御信号とを伝送する。また、前記
タイミング制御器４０は、信号線６３を通じて前記デジ
タル/アナログ変換器５０にガンマ電圧発生のためのデ
ジタルデータを伝送し、説明の便宜のために図２に示さ
れていない信号線を通じて各ゲート駆動ＩＣ２０にゲー
トオン／オフ信号を伝送する。前記デジタル/アナログ
変換器５０は、前記タイミング制御器４０から提供され
たデジタルデータをアナログ信号に変換して複数のガン
マ電圧を生成し、前記生成された複数のガンマ電圧を信
号線６４を通じて各ソース駆動ＩＣ３０に伝送する。前
記信号線６４は、前記デジタル/アナログ変換器５０か
ら出力される複数のガンマ電圧が各ソース駆動ＩＣ３０
に共通して印加されるように形成されている。
【００２１】電源が印加されて前記液晶表示装置の動作
が始まれば、タイミング制御器４０は、前記説明された
信号を生成して装置の各構成要素に出力する。前記各ゲ
ート駆動ＩＣ２０は液晶パネル１０のゲートラインを順
次にターンオンさせることによって、各ゲートラインに
連結された画素で画像の表示が可能になるようにする。
この時、各ソース駆動ＩＣ３０は、タイミング制御器４
０から提供された画像の表示のためのデータによって前
記デジタル/アナログ変換器５０から提供された複数の
ガンマ電圧のうちの一つを選択し、このように選択され
た電圧を該当する画素に印加する。実質的に、この電圧
によって該当画素での画像の表示が行われる。
【００２２】本発明では、前記ガンマ電圧を生成するこ
とにおいて、既存の直列抵抗を利用する方式の代りに、
デジタル/アナログ変換器５０によってタイミング制御
器４０から提供されたデジタルデータをアナログ信号に
変換する方式が適用されたことに特徴がある。既存の直
列抵抗を利用する方式は抵抗値によってガンマ電圧の特
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性曲線が常に固定されている反面、本発明では画面の輝
度状態によってガンマ電圧を変更することが可能であ
る。つまり、高い動的輝度比を得るためには、暗い画面
ではガンマ電圧の特性曲線が下降するように調整し、明
るい画面ではガンマ電圧の特性曲線が上昇するように調
整する必要がある。本発明のように、デジタル/アナロ
グ変換器を利用してガンマ電圧を生成する場合には、画
面の輝度状態によってガンマ電圧を調整することが可能
になる。
【００２３】図３ａ及び図３ｂには、前記図２に示され
た液晶表示装置に適用されるガンマ電圧のグラフが示さ
れている。
【００２４】図３ａのグラフは画面の輝度状態が高い場
合に適用されるものであり、図３ｂのグラフは画面の輝
度状態が低い場合に適用されるものである。図３ａ及び
図３ｂに示されているように、画面の輝度状態が高い場
合には、調整ガンマの曲線が標準ガンマの曲線よりも大
きい値の階調データを有し、これとは反対に、画面の輝
度状態が低い場合には、調整ガンマの曲線が標準ガンマ
の曲線よりも小さい値の階調データを有することが分か
る。したがって、画面の輝度状態によってその輝度に合
うガンマ曲線が選択され、結果的に動的輝度比が改善さ
れる。
【００２５】前記ガンマ曲線はタイミング制御器４０で
デジタルデータが生成される時の基準となり、以下に図
４を参照して本発明によるガンマ電圧生成方法を説明す
る。
【００２６】図４には、本発明の第１実施例による液晶
表示装置のガンマ電圧生成方法に適用されるフローチャ
ートが示されている。図４のフローチャートは前記液晶
表示装置のタイミング制御器４０でガンマ電圧のための
デジタルデータを生成する時に適用される。
【００２７】電源が供給されて液晶表示装置の動作が始
まれば（Ｓ１）、液晶表示装置外部のグラフィックソー
スから画像の表示のためのＲＧＢデータが入力される
（Ｓ２）。前記ＲＧＢデータは画像の表示のための基礎
データであって、レッド（Red）、グリーン（Green）、
ブルー（Blue）のカラーからなっている。
【００２８】次に、前記入力されたＲＧＢデータに基づ
いて１フレームの映像に対する平均輝度（Ｙ）が計算さ
れる（Ｓ３）。ここで、１フレームとは、一つの画面を
構成する単位である。前記平均輝度（Ｙ）は下記の数式
で表現できる。
Ｙ＝Ｃ

R
×Ｒ＋Ｃ

G
×Ｇ＋Ｃ

B
×Ｂ

【００２９】前記数式において、Ｃ
R
、Ｃ

G
、Ｃ

B
はレッ

ド、グリーン、ブルーのカラーに対する加重係数を示
し、Ｒ、Ｇ、Ｂはレッド、グリーン、ブルーのカラーに
対する１フレームの間のデジタルデータの平均値であ
る。
【００３０】次に、前記で求められた平均輝度（Ｙ）に
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よって画面の明るさ、つまり輝度が判断される（Ｓ
４）。これは画面の輝度によってガンマ曲線を異にして
適用するためである。前述したように、画面の輝度が低
い時にはガンマ曲線が標準ガンマ曲線よりも低い階調デ
ータを有するように調整し、画面の輝度が高い時にはガ
ンマ曲線が標準ガンマ曲線よりも高い階調データを有す
るように調整しなければならない。このような調整のた
めには、現在のフレームの映像の輝度が高いのかあるい
は低いのかに対する判断が必要である。現在のフレーム
の映像の輝度が高いのかあるいは低いのかに対する程度
は、前記計算された平均輝度の値から判断される。例え
ば、前記計算された平均輝度が０乃至２５５範囲の値を
有すると仮定すれば、平均輝度が６４以下である場合に
は、現在のフレームが輝度が低いフレーム、つまり暗い
画面であると判断し、平均輝度が１９２以上である場合
には、輝度が高いフレーム、つまり明るい画面であると
判断し、平均輝度が６４より大きくて１９２より小さい
場合には、輝度が正常なフレーム、つまり正常な明るさ
の画面であると判断することができる。このような条件
は設計者が実験や研究を通じて任意に定めることができ
るものであって、本発明の技術的範囲は前記平均輝度の
判断に使用される臨界値に限定されない。
【００３１】前記段階（Ｓ４）で現在のフレームが暗い
画面であると判断されれば、前記図３の低輝度用調整ガ
ンマを示すデジタル値が前記タイミング制御器４０から
デジタル/アナログ変換器５０に伝送される（Ｓ５）。
前記デジタルデータの伝送は、ブランク期間（blank du
ration）、つまり有効な表示のない期間の間に行われ
る。これと同様に、前記段階（Ｓ４）で現在のフレーム
が正常な画面であると判断されれば、前記図３の標準ガ
ンマを示すデジタル値が前記タイミング制御器４０から
デジタル/アナログ変換器５０に伝送される（Ｓ６）。
前記デジタルデータの伝送も、ブランク期間の間に行わ
れる。前記段階（Ｓ４）で現在のフレームが明るい画面
であると判断されれば、前記図３の高輝度用調整ガンマ
を示すデジタル値が前記タイミング制御器４０からデジ
タル/アナログ変換器５０に伝送される（Ｓ７）。前記
デジタルデータの伝送も、ブランク期間の間に行われ
る。前記段階（Ｓ２）乃至段階（Ｓ７）までの手順は、
１フレーム単位で繰り返し行われ、前記段階（Ｓ７）が
完了すれば、その次のフレームのＲＧＢデータに対する
ガンマ電圧生成のためにアルゴリズムの流れをリターン
する。前記に説明された内容を検討すれば、前記ガンマ
曲線は現在のフレームのＲＧＢデータに基づいて求めら
れた平均輝度によって決められ、このように決められた
ガンマ曲線はブランク期間の間に伝送されて、その次の
フレームのデータを表示する時に用いられる。つまり、
１フレームのディレイがあるが、これは無視することが
できる。それは、１フレームの間の画面の平均輝度は急
激に変わらず、その程度の微細な差は人間の目では認識*
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*できないためである。
【００３２】一方、前記タイミング制御器４０からデジ
タル/アナログ変換器５０へのデータ伝送は、並列伝送
よりは直列伝送が好ましい。その理由は、並列にデジタ
ルデータを伝送するためには、タイミング制御器４０の
ピンの数が非常に多くなければならないためである。
【００３３】次に、図５を参照して本発明の第２実施例
による液晶表示装置を説明する。
【００３４】図５に示されているように、本発明の第２
実施例による液晶表示装置は、不揮発性メモリ（nonvol
atile memory）７０をさらに備えているという点が前記
第１実施例と異なる。
【００３５】前記不揮発性メモリ７０には、現在のフレ
ームの輝度状態による３つの分類、つまり暗い画面、普
通の画面及び明るい画面に対するガンマ曲線の情報が保
存されている。液晶表示装置に電源が供給されれば、前
記ガンマ曲線の情報は前記不揮発性メモリ７０から前記
タイミング制御器４０の内部メモリに伝送される。この
ような構造は、前記ガンマ曲線の情報を容易にアップデ
ートすることができるという利点がある。
【００３６】以上で説明したように、本発明では、タイ
ミング制御器から生成されたデジタルデータをアナログ
信号に変換してガンマ電圧を生成することによって、必
要に応じてガンマ電圧を変更することが可能である。そ
の結果、画面の輝度状態によって最適化されたガンマ電
圧を生成するので、液晶表示装置の動的輝度比を向上さ
せることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】一般的な液晶表示装置の構成図である。
【図２】本発明の第１実施例による液晶表示装置の構成
図である。
【図３】前記図２に示された液晶表示装置に適用される
ガンマ電圧のグラフである。
【図４】本発明の第１実施例による液晶表示装置でガン
マ電圧生成方法に適用されるフローチャートである。
【図５】本発明の第２実施例による液晶表示装置の構成
図である。
【符号の説明】
１、１０    液晶パネル
２          ゲート駆動ＩＣ
３          ソース駆動ＩＣ
４、４０    タイミング制御器
５          ガンマ電圧発生器
６、７      アナログバッファー
２０        ゲート駆動部
３０        ソース駆動部
５０        デジタル／アナログ変換器
６１、６２、６３、６４    信号線
７０      不揮発性メモリ



(6) 特開２００３－２７１１１４

【図１】
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【図２】
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【図３】

【図４】
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【図５】
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